
（別紙３）

○事業所名 こどもサポート教室「きらり」星が丘校

○保護者評価実施期間
2025年12月1日 ～ 2025年12月27日

○保護者評価有効回答数
（対象者数） 16名 14名

○従業者評価実施期間
2025年12月1日 ～ 2025年12月27日

○従業者評価有効回答数
（対象者数） 7名 7名

○事業者向け自己評価表作成日
2026年1月13日

事業所の強み（※）だと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1 教室の環境・体制整備

お子様の特性や活動内容に応じて机の配置を変
えたり、仕切りを利用して空間を調整し、利用
者様が安心して活動に取り組める環境作りをし
ております

今後もお子様たちの特性や発達段階を丁寧に観
察し、柔軟に環境整備していけるよう努めて参
ります

2 支援計画に沿った支援の提供活動プログラムが
固定されない工夫

職員間で情報を共有し、お子様の発達や背景を
理解して分析した支援計画を作成、確認できる
ようにしておりますお子様一人一人の興味関心
に合わせた教材を活動に組み入れ、活動内容に
変化を付けております

今後も保護者様やお子様のニーズや課題を丁寧
に聞き取り、ご要望に応じた支援を提供できる
よう努めて参ります。また、計画の見直しも状
況に応じて適宜行い、子供の成長につながる支
援を行って参ります

3 こどもの健康や発達の状況について共通理解
および保護者様への共感的支援

支援後の振り返りの時間や定期的な面談で、支
援の様子やご家庭、学校生活の様子についても
お伺いしております。保護者様の話を傾聴し、
気持ちに寄り添った助言が行えるようにしてお
ります

今後も日頃の状況を相互に伝え合い、ご家族と
の共通理解を大切にして参ります

事業所の弱み（※）だと思われること 事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 保護者会等の開催等による家族支援
および保護者同士の交流の機会提供

外部の研修については教室に掲示して情報提供
しております。 ご家族等も参加できる研修会の
事業所内実施につきましては、日程や会場の調
整が難しく未実施となりました

小集団・ペア療育その他イベントに合わせた保
護者会や、ご家族等も参加できる研修等の企画
を前向きに検討して参ります

2 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
その他地域で他のこどもと活動する機会の提供

主に個別支援を提供しているため、地域資源と
の関わりや繋がりへのニーズが希薄でした

ご利用者様のご要望や周辺の状況に応じて検討
し、地域の事業所等と少しずつ連携していける
よう努めて参ります

3
定期的な活動概要や行事予定
連絡体制等の情報や非常時等の対応その他業務
に関する自己評価の結果などの情報発信

必要に応じて個別対面およびビジネスLINE・イ
ンスタグラムや教室内掲示にてイベント情報・
安全計画の取り組み等の発信をしておりました
が更新の頻度が少なく不定期的でした

少しずつ発信の頻度を増やせるよう努め、周知
の方法も検討して参ります

（回答者数）

（回答者数）

○ 分析結果

※より強化・充実を図ることが期待されること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること



（別紙４）

事業所名 こどもサポート教室「きらり」星が丘校
公表日 　   2026 年 　  2 月    14 日

利用児童
数

16
回収数

14

チェック項目 ご意見を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思います
か。 10 4 0 0

職員間で活動を相談しながら安全
性に配慮し、必要な空間を確保で
きるよう努めて参ります

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 14 0 0 0 今後も法令を遵守した職員配置を
して参ります

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になって
いると思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じ
て、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされてい
ると思いますか。

10 2 1 0
今後も安全面に注意し、出来る限
り構造化および情報伝達等への配
慮ある環境作りに努めてまいりま
す

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思
いますか。また、こども達の活動に合わせた空間となっている
と思いますか。

13 1 0 0
定期的に環境整備や換気、消毒作
業等を行い、安心して通える事業
所作りをして参ります

適
切
な
支
援
の
提
供

5 こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性
のある支援が受けられていると思いますか。  14 0 0 0

今後もお子様に対する理解を深
め、特性に応じた支援に向けての
専門性を高めて参ります

6 事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支
援内容と合っていると思いますか 。 14 0 0 0

支援プログラムは2025年に公表し
ております
今後も提供する支援内容と合わせ
て参ります

7
こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が
客観的に分析された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）
が作成されていると思いますか。

14 0 0 0
引き続き保護者様のお話を伺なが
らニーズや課題が反映された計画
になるよう努めて参ります

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発
達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、
「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が
適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されてい
ると思いますか。

14 0 0 0
引き続き児童発達支援ガイドライ
ンの支援内容から、必要な項目を
選択し、それに沿って支援を提供
して参ります

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。 14 0 0 0
計画に沿った支援を行い、有効な
療育が行われるよう努めて参りま
す
ご質問、ご相談は随時承ります

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されている
と思いますか。 13 1 0 0

お子様に応じて、支援の工夫、改
善見直しを行いながら、プログラ
ムが固定化しないように努めてお
ります

11 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他
のこどもと活動する機会がありますか。 4 3 6 1

現在は実施できていませんが、今
後、参加できる交流があれば必要
に応じて参加いたします

12 事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負
担等について丁寧な説明がありましたか。 14 0 0 0

契約時や更新時に説明を行い、事
業所内に書類を掲示しています今
後も丁寧な説明を行えるよう努め
て参ります

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされ
ましたか。 14 0 0 0

毎回の支援では必ずしも実施して
いませんが、計画更新時に計画に
則した支援内容を説明させていた
だいております

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・
トレーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機
会等が行われていますか。

9 1 2 2
教室主催の家族支援プログラムは
未開催でしたが保護者様が参加で
きる研修や講演会は教室に掲示し
ております

15 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発
達の状況について共通理解ができていると思いますか。 14 0 0 0

引き続きフィードバック時等を有
効に使い、共通の理解と認識を共
有出来るよう、連携して参ります

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていま
すか。 14 0 0 0

引き続き事業所内相談や支援後の
フィードバックを大切にして参り
ます

はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

身体を動かすには狭い/もう少し広
いといい/難しいとは思いますが、
動いている時にもう少しスペース
があればなと思います

エレベーターがない/道路に隣接し
ているなど立地にもう少し配慮が
欲しい

毎回、丁寧なフィードバックをい
ただけて助かっております



保
護
者
へ
の
説
明
等

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 14 0 0 0
引き続き保護者様が相談しやすい
環境を整え、お伺いした情報を共
有、支援に活かして参ります

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者
同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支援がされてい
るか。また、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょ
うだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの支
援がされていますか。

1 2 5 6
今年度保護者会は未開催でした
が、今後イベントの開催を検討し
て参ります

19
こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備
されているとともに、こどもや保護者に対してそのような場が
あることについて周知・説明され、相談や申入れをした際に迅
速かつ適切に対応されていますか。

13 0 0 1
ご要望やご相談には、可能な限
り、丁寧に適切に対応して参りま
す

20 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなさ
れていると思いますか。 13 1 0 0

支援後のフィードバックや事業所
内相談など対面での伝達の他LINE
等でも対応させていただいており
ます

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこども
や保護者に対して発信されていますか。

6 3 0 5
教室内の掲示物の提示やインスタ
グラム等を使い、情報発信を行っ
ております

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 14 0 0 0
個人情報が含まれた書類等は鍵付
き書庫のロッカーに保管し、慎重
に取り扱っております

非
常
時
等
の
対
応

23
事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防
犯マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に
周知・説明されていますか。また、発生を想定した訓練が実施
されていますか。

8 1 0 5
周知・説明が十分ではない点を改
めて見直し、情報共有及び保護者
様もご一緒に参加が出来るよう検
討して参ります

24 事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練が行われていますか。 7 2 0 5

毎月職員間と一部ご利用者様も交
えた避難訓練を実施しております
　周知・説明が不十分な点を見直
し、情報共有に努めてまいります

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知
される等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われてい
ると思いますか 。

11 2 0 1
毎月職員間と一部ご利用者様も交
えた避難訓練を実施しております
　周知・説明が不十分な点を見直
し、情報共有に努めてまいります

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やか
な連絡や事故が発生した際の状況等について説明がされている
と思いますか。

9 2 0 3
周知・説明が不十分な点を見直
し、引き続き適宜対応して参りま
す

満
足
度

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。 14 0 0 0
その日のお子様の体調や気持ちに
寄り添い対応しながら、今後も安
心して通い続けられる居心地の良
い場所を目指して参ります

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 14 0 0 0
今後もお子様が楽しみに来所され
る事業所となれるよう、活動プロ
グラムや支援教材を工夫して参り
ます

29 事業所の支援に満足していますか。 13 1 0 0
安心してきらりを楽しみに通って
頂けるよう、今後もより良い事業
所作りを進めて参ります

保護者同士の交流の場があると心
強いです

SNSを見たことがないので、イン
スタグラムをみてみます

毎回行くのを楽しみにしています

一人一人に合った支援をしていた
だいていると思います/定期的に集
団療育を取り入れていただきその
姿を見学してみたいです



（別紙５）

事業所名 こどもサポート教室「きらり」星が丘校
公表日 　   2026 年 　  2 月    14 日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であ
るか。 〇 パーテーションで仕切り、適切なス

ペースを確保しております
運動や遊び等場面に合わせてスペース
の調整を行い、周囲に配慮する指導や
環境設定の改善に努めてまいります

2 利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適
切であるか。 〇 法令を遵守した職員配置をしておりま

す
法令遵守はもとより安全面の観点で改
善に努めてまいります

3
生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境に
なっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に
応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適
切になされているか。

〇
事業所建物が階段のみの2階手すりなし
であるため、保護者様がお怪我等で上
るのが難しい際は階段下までお迎えし
ております

今後もそれぞれの児童の特性に配慮
し、過ごしやすくわかりやすい環境整
備や情報伝達に努めて参ります

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になってい
るか。また、こども達の活動に合わせた空間となってい
るか。

〇 定期的に清掃し、清潔を保てるように
しております

今後も環境整備や換気、消毒作業を行
い、安心して通える事業所作りを行っ
て参ります

5 必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用するこ
とが認められる環境になっているか 。 〇

パーテーションで視覚情報を調整した
り、その他こどもが使用することを認
められているクールダウンエリアがご
ざいます

音・聴覚の調整も含めて、今後とも利
用者のニーズや要望に応えるよう努め
て参ります

業
務
改
善

6 業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り
返り)に、広く職員が参画しているか。 〇 日々の話合いを欠かさないようにして

おります
業務改善の為にどの職員も主体的に
PDCAサイクルに参画できるようにし
ております

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する
機会を設けており、その内容を業務改善につなげている
か。

〇 評価表の結果をもとに会議を開き、保
護者の意見を把握しております

今後も保護者の意向を踏まえて、業務
改善に努めて参ります

8 職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を
業務改善につなげているか。  〇 定期的に面談の機会を設け、職員の意

見を把握できるようにしております
今後もどの職員も意見できる職場づく
りに努め、受けた意見を業務改善に反
映できるようにしてまいります

9 第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につ
なげているか。 〇

第三者ではありませんが、上長巡回訪
問で定期的に教室の視察、業務改善を
行っております

第三者評価としては実施できていませ
んが、事業所評価を業務改善につなげ
てまいります

10 職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や
法人内等で研修を開催する機会が確保されているか。 〇

研修に参加出来なかった職員に対し、
見逃し配信が利用できるようになって
おります。また、議事録でも研修内容
を共有できるようにしております

今後も年間計画された研修を定期的に
受講し、資質の向上を図ってまいりま
す

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 〇 2025年度中に公表しております。 今後も適切に支援プログラムを作成、
公表してまいります

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こど
もと保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児
童発達支援計画を作成しているか。

〇
こどもの発達段階や得意・苦手、保護
者や園生活における困りごとなどを把
握するため、利用者とのコミュニケー
ションを大切にしております

13
児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理
責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理
解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われ
ているか。 

〇
作成の際はモニタリング時に職員間で
課題の整理を行い、作成後にサービス
担当者会議で共通の理解をするように
しております

計画を作成する際には、毎回、サービ
ス担当者会議を開催し、職員全体でこ
どもの課題や発達状況を共有理解でき
るよう努めています

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支
援が行われているか。  〇 支援計画が常に確認できるようになっ

ております
ミーティングを行い職員全体で情報共
有し、計画に沿った支援ができるよう
にしております

15
こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用い
たフォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども
含むインフォーマルなアセスメントを使用する等により
確認しているか。

〇 法人が定めたアセスメントシートを使
用しております

今後もこどもの適応行動の状況をアセ
スメントしてまいります

職員間で情報共有を行い、計画書の作成を
行っておりますアセスメントと保護者の
ニーズに合うよう十分に情報共有しながら
計画の作成に努めてまいります



適
切
な
支
援
の
提
供

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの
「児童発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、
「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連
携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支
援に必要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な
支援内容が設定されているか。

〇
「本人支援」「家族支援」「移行支
援」は支援時の様子や保護者様との振
り返りをもとに、支援計画の内容を具
体的に設定しております

今後もガイドラインの内容理解を深
め、ガイドラインに沿った支援計画を
具体的に作成できるよう努めて参りま
す

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 〇 会議やミーティングで意見を出し合っ
ております

意見を集約してチームで活動プログラ
ムを作成して参ります

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 〇
複数の指導員で担当するため、定めた
目標に向けて職員全員が様々なアプ
ローチをおこなっています

今後も現在の様子や困り事、苦手、得
意から支援内容を考え、活動が固定化
しないように工夫して参ります

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み
合わせて児童発達支援計画を作成し、支援が行われてい
るか。

〇
利用者の要望を確認した上で、ペア療
育や小集団療育の提供をおこなってお
ります

今後とも個々の状況に応じて、個別活
動に集団活動の機会を適宜組み合わせ
た機会の提供に努めてまいります

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行わ
れる支援の内容や役割分担について確認し、チームで連
携して支援を行っているか。

〇
社内オンラインツールを活用して以前
の支援内容を職員で確認できるように
しております

日々ミーティングを大切にしておりま
す。職員全体でその日の予定を確認
し、支援内容を共有しております

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行
われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有してい
るか。

〇 支援記録を記入して指導員間での共有
をしております

重要な事項はその日のうちに情報共有
し、翌日のミーティングで振り返りを
して参ります

22 日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検
証・改善につなげているか。 〇 支援記録は必ずとっており、改善点が

あれば話し合いの時間を設けています
記録した事を支援の検証・改善につな
げられるよう、日々の業務にあたりま
す

23 定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直
しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。 〇

６か月毎にモニタリングを行っていま
すモニタリングやサービス担当者会議
等で見直しの必要性を判断して参りま
す

今後も定期的にモニタリングを行って
まいります
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24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関
との会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画
しているか。

〇 日々支援に入っている指導員も多く参
加しております

児発管、またはそのこどもに主で関
わった指導員が障害者相談支援事業所
のサービス担当者会議に参加いたしま
す

25
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福
祉、保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制
を整えているか。

〇 関係機関連携に積極的に参加しており
ます

今後も関係機関との連携体制の整備に
努めてまいります

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルー
ジョン推進の観点から支援を行っているか。また、その
際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚
部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っ
ているか。

〇 幼稚園へ訪問するなどして、情報共有
や相互理解に努めております

今後も利用者のご要望に応じて適宜対
応実施して参ります

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)と
の間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っている
か。

〇 保護者のご要望に応えるようにしてお
ります

今後も利用者のご要望に応じて適宜対
応実施して参ります

28

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業
所等と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等
を行っているか。

29 質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から
助言を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。

30 (自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議
等へ積極的に参加しているか。

31

（31は、事業所のみ回答）

〇 児童発達支援センターより連絡があれ
ば適宜対応させていただきます

今後は機会があれば、適宜対応するよ
う努めて参ります地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応

じてスーパーバイズや助言等を受ける機会を設けている
か 。



32 保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中
で他のこどもと活動する機会があるか。 〇 個別支援のため、交流の機会はござい

ません
今後はご要望があれば交流の機会を設
けていくことを検討してまいります

33 日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発
達の状況や課題について共通理解を持っているか。 〇

毎回支援後のフィードバックで最近の
様子等を伺い、共通理解を図っており
ます

今後とも共通理解を深めて参ります

34
家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族
支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の
参加できる研修の機会や情報提供等を行っているか。

〇 地域で行われる研修は、適宜教室内に
掲示しております

今後ご利用者様のご要望に応じて、ペ
アレントトレーニングや研修の機会を
提供できるよう検討して参ります
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35 運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧
な説明を行っているか。 〇 契約時に必ず説明しております 今後も丁寧な説明が出来るように努め

て参ります

36
児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の
意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏
まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けてい
るか 。

〇 原案を作成し、保護者に説明、同意を
得た上で本計画を作成しております

今後も意向の確認を行い、作成して参
ります

37 「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行
い、保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。 〇

実際の支援を観察していただき、支援
内容の説明と同意を得られる環境を整
えております

今後も計画と支援内容の理解を得られ
るよう努めて参ります

38 定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に
適切に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。 〇

支援後のフィードバックを中心に、気
兼ねなく相談に応じられるよう努めて
おります

今後もきめ細やかな対応に努めて参り
ます

39
父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催す
る等により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支
援をしているか。また、きょうだい同士で交流する機会
を設ける等の支援をしているか。

〇
今年度教室主体での保護者会は未実施
となりましたが、一部ペア療育など支
援中に保護者同士の交流促進の機会を
提供いたしました

今後ご要望に応じて保護者会の開催を
検討いたします

40
こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体
制を整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談
や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応している
か。

〇 ご質問、ご相談には随時承っておりま
す

今後もこどもや保護者からの相談や申
し入れについて迅速かつ適切に対応で
きるよう努めて参ります

41
定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用す
ることにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報
をこどもや保護者に対して発信しているか。

〇
利用日時のお知らせや欠席連絡、振替
連絡等はLINE、行事などはインスタグ
ラムを活用し発信しております

今後も事業所の情報を発信できる体制
を整えて参ります

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 〇
個人情報の入ったファイルやPCは必ず
鍵のかかるロッカーで保管しておりま
す

今後も個人情報の取り扱いには注意し
て参ります

43 障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達の
ための配慮をしているか。 〇

イラスト付きの提示方法をするなどし
て、視覚的にわかりやすく工夫して情
報伝達するよう努めております

今後も利用者の意見を参考に特性に配
慮した情報伝達を工夫して参ります

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた
事業運営を図っているか。 〇 今年度は調整がつかず、未実施になり

ました
現在は実施していませんが、ご要望に
応じて開催を検討いたします
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45
事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家
族等に周知するとともに、発生を想定した訓練を実施し
ているか。

〇
委員会を設置し、マニュアル毎に情報
共有の機会が設けられており、職員間
での訓練も実施しております

今後は、利用者・保護者への周知を広
げて参ります

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の
発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を
行っているか。

〇 災害用伝言ダイヤル（171）を実際に
体験する訓練や研修を行っております

職員は業務継続計画の内容を熟知して
事業所の運営にあたっております

47 事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状
況を確認しているか。 〇

契約時に基本情報の確認をしていま
す。また、毎年フェイスシートを更新
し、状況を確認するようにしています

今後も服薬等こどもの状況を確認して
参ります

48 食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に
基づく対応がされているか。 〇 今まで事業所での食事提供はございま

せん
必要に応じて個別に食物アレルギーの
把握をして参ります

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その
他必要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支
援が行われているか。

〇 職員全員で研修に参加しております 今後も職員は安全計画の内容を熟知し
て事業所の運営にあたって参ります
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50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られる
よう、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周
知しているか 。

〇
一次避難先だけでなく、その後の避難
場所についても教室内に掲示しており
ます

今後とも定期的に取り組み内容を周知
して参ります

51 ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方
策について検討をしているか。 〇

社内オンラインツールにて共有してお
り、いつでも確認できるようになって
おります

今後もヒヤリ・ハットの記録を欠かさ
ないようにして参ります

52 虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適
切な対応をしているか。 〇 年１回以上虐待防止・人権擁護の研修

をしております
今後も職員研修の機会を確保して参り
ます

53
どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ
て、組織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説
明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載している
か。

〇 契約時の重要事項説明書で、身体拘束
について保護者に説明しております

身体拘束の必要がある場合は、必ず個
別支援計画に記載して参ります


